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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の家具部分（３ａ）を第２の家具部分（３ｂ）に旋回可能に接続するための家具ヒ
ンジ（６）であって、
　前記第１の家具部分（３ａ）に取り付けるための第１の取付け具部分（１１）と、
　少なくとも１つのヒンジ軸（１３）を介して前記第１の取付け具部分（１１）に旋回可
能に接続されていて、前記第２の家具部分（３ｂ）に取り付けるための第２の取付け具部
分（１２）と、を含んでおり、
　前記取付け具部分（１１，１２）のうちの少なくとも一方は、家具部分（３ａ）に取り
付けるべきベースプレート（１４）を有していて、前記ベースプレートは、前記ベースプ
レート（１４）に対して相対的に摺動可能に支持された、前記ヒンジ軸（１３）に連結さ
れている調節プレート（１５）を有しており、回転可能に支持された少なくとも１つの調
節エレメント（１６ａ）が設けられていて、前記調節エレメント（１６ａ）の操作により
、前記調節プレート（１５）の位置を、少なくとも１つの直線ガイド（１７）に沿って、
前記ベースプレート（１４）に対して相対的に調節可能であり、これにより前記第１の取
付け具部分（１１）の位置を前記第２の取付け具部分（１２）に対して相対的に調節可能
である、家具ヒンジ（６）において、
　前記家具ヒンジ（６）の少なくとも１つの相対位置において前記第１の取付け具部分（
１１）と前記第２の取付け具部分（１２）との間に間隙（３１）が形成されていて、前記
間隙（３１）内に工具を導入することにより、前記少なくとも１つの調節エレメント（１
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６ａ）を操作可能であり、
　前記少なくとも１つの調節エレメント（１６ａ）は、回転軸線を中心として回転可能に
支持されており、前記少なくとも１つの調節エレメント（１６ａ）の前記回転軸線は、前
記家具ヒンジ（６）の前記ヒンジ軸（１３）に対して横方向に延在し、かつ前記ベースプ
レート（１４）により形成される平面に対して平行に延在していることを特徴とする、家
具ヒンジ（６）。
【請求項２】
　前記工具はねじ回しである、請求項１記載の家具ヒンジ（６）。
【請求項３】
　前記両取付け具部分（１１，１２）が、または組付け状態で前記取付け具部分（１１，
１２）に接続された前記家具部分（３ａ，３ｂ）が互いに、０°～１２５°の角度を成す
、前記家具ヒンジ（６）の相対位置において、前記少なくとも１つの調節エレメント（１
６ａ）を、前記間隙（３１）内に導入される前記工具によって操作可能である、請求項１
または２記載の家具ヒンジ（６）。
【請求項４】
　前記両取付け具部分（１１，１２）が、または組付け状態で前記取付け具部分（１１，
１２）に接続された前記家具部分（３ａ，３ｂ）が互いに、０°～９０°の角度を成す、
前記家具ヒンジ（６）の相対位置において、前記少なくとも１つの調節エレメント（１６
ａ）を、前記間隙（３１）内に導入される前記工具によって操作可能である、請求項１ま
たは２記載の家具ヒンジ（６）。
【請求項５】
　前記少なくとも１つの調節エレメント（１６ａ）の前記回転軸線は、前記家具ヒンジ（
６）の前記ヒンジ軸（１３）に対してほぼ直角に延在している、請求項１から４までのい
ずれか１項記載の家具ヒンジ（６）。
【請求項６】
　前記少なくとも１つの調節エレメント（１６ａ）は、工具を受容するための工具受容部
（５）を備えた第１の端部と、前記少なくとも１つの調節エレメント（１６ａ）の長手方
向に沿って前記第１の端部から間隔を置いて位置する第２の端部とを有しており、前記少
なくとも１つの調節エレメント（１６ａ）の前記第１の端部は、前記第２の端部よりも前
記間隙（３１）の近くに配置されている、請求項１から５までのいずれか１項記載の家具
ヒンジ（６）。
【請求項７】
　前記工具受容部（５）に受容される前記工具はねじ回しである、請求項６記載の家具ヒ
ンジ（６）。
【請求項８】
　前記直線ガイド（１７）は、前記ベースプレート（１４）にまたは前記調節プレート（
１５）に配置された少なくとも１つの長孔（１８）を有しており、前記調節プレート（１
５）にまたは前記ベースプレート（１４）に配置されたガイドエレメント（１９）は、前
記長孔に沿って摺動可能にガイドされている、請求項１から７までのいずれか１項記載の
家具ヒンジ（６）。
【請求項９】
　前記直線ガイド（１７）は、前記ベースプレート（１４）に配置されたまたは形成され
た少なくとも１つのガイド縁部（１７ａ）を、前記調節プレート（１５）を摺動可能に支
持するために有している、請求項１から８までのいずれか１項記載の家具ヒンジ（６）。
【請求項１０】
　前記調節プレート（１５）を前記ベースプレート（１４）に対して相対的に摺動可能に
ガイドする２つ以上の直線ガイド（１７）が設けられている、請求項１から９までのいず
れか１項記載の家具ヒンジ（６）。
【請求項１１】
　前記家具ヒンジ（６）の組付け状態で、前記少なくとも１つの調節エレメント（１６ａ
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）の操作により、前記第１の取付け具部分（１１）と前記第２の取付け具部分（１２）と
の間の１つの方向（Ｘ）での側方の間隔を調節可能である、請求項１から１０までのいず
れか１項記載の家具ヒンジ（６）。
【請求項１２】
　少なくとも１つの第２の調節エレメント（１６ｂ）が設けられており、前記家具ヒンジ
（６）の組付け状態で前記第２の調節エレメント（１６ｂ）の操作により、前記第２の取
付け具部分（１２）に対して相対的に、前記第１の取付け具部分（１１）の高さ位置を１
つの方向（Ｙ）で調節可能である、請求項１から１１までのいずれか１項記載の家具ヒン
ジ（６）。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つの第２の調節エレメント（１６ｂ）は回転可能に支持されている、
請求項１２記載の家具ヒンジ（６）。
【請求項１４】
　前記調節プレート（１５）に支持プレート（２１）が可動に支持されており、前記家具
ヒンジ（６）の組付け状態で、前記第２の調節エレメント（１６ｂ）の操作により、前記
調節プレート（１５）に対して相対的に、前記支持プレート（２１）の高さ位置を調節可
能である、請求項１２または１３記載の家具ヒンジ（６）。
【請求項１５】
　前記支持プレート（２１）は、斜めに延在する少なくとも１つのガイド（２３）を有し
ており、前記ガイドに沿って、前記第２の調節エレメント（１６ｂ）の操作により可動な
少なくとも１つのガイド部材（２４）が摺動可能にガイドされている、請求項１４記載の
家具ヒンジ（６）。
【請求項１６】
　前記調節プレート（１５）は前記支持プレート（２１）を介して前記ヒンジ軸（１３）
に連結されている、請求項１４または１５記載の家具ヒンジ（６）。
【請求項１７】
　前記第１の調節エレメント（１６ａ）は第１の回転軸線を有しており、前記第２の調節
エレメント（１６ｂ）は第２の回転軸線を有しており、前記第１の回転軸線の方向と、前
記第２の回転軸線の方向とは実質的に互いに平行に延びている、請求項１２から１６まで
のいずれか１項記載の家具ヒンジ（６）。
【請求項１８】
　前記第１の調節エレメント（１６ａ）は第１の回転軸線を有しており、前記第２の調節
エレメント（１６ｂ）は第２の回転軸線を有しており、前記第１の調節エレメント（１６
ａ）の前記第１の回転軸線の方向と前記第２の調節エレメント（１６ｂ）の前記第２の回
転軸線の方向とは実質的に互いに平行に延びているか、または前記ベースプレート（１４
）によって形成される主平面に対して相対的に０°～４０°の角度内で延びている、請求
項１２から１６までのいずれか１項記載の家具ヒンジ（６）。
【請求項１９】
　少なくとも１つの第３の調節エレメント（１６ｃ）が設けられており、前記家具ヒンジ
（６）の組付け状態で前記第３の調節エレメント（１６ｃ）の操作により、前記第２の取
付け具部分（１２）に対して相対的な前記第１の取付け具部分（１１）の奥行き位置を１
つの方向（Ｚ）で調節することができる、請求項１２から１８までのいずれか１項記載の
家具ヒンジ（６）。
【請求項２０】
　前記少なくとも１つの第３の調節エレメント（１６ｃ）は回転可能に支持されている、
請求項１９記載の家具ヒンジ（６）。
【請求項２１】
　前記第２の調節エレメント（１６ｂ）および／または前記第３の調節エレメント（１６
ｃ）は、前記家具ヒンジ（６）の組付け状態で、前記間隙（３１）内にねじ回しを導入す
ることにより操作可能である、請求項１９または２０記載の家具ヒンジ（６）。
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【請求項２２】
　前記ヒンジ軸（１３）は前記家具ヒンジ（６）の組付け状態で鉛直方向に延在している
、請求項１から２１までのいずれか１項記載の家具ヒンジ（６）。
【請求項２３】
　前記第１の取付け具部分（１１）と前記第２の取付け具部分（１２）は、組付け状態で
前記取付け具部分（１１，１２）に接続された前記家具部分（３ａ，３ｂ）が実質的に互
いに平行に向けられている第１の位置と、組付け状態で前記取付け具部分（１１，１２）
に接続された前記家具部分（３ａ，３ｂ）が実質的に互いに同一平面を成すように向けら
れている第２の位置との間で、互いに相対的に可動である、請求項１から２２までのいず
れか１項記載の家具ヒンジ（６）。
【請求項２４】
　前記ベースプレート（１４）には、前記少なくとも１つの調節エレメント（１６ａ）を
受容するための支持部（２５）が形成されており、前記少なくとも１つの調節エレメント
（１６ａ）は前記調節プレート（１５）に支持された対向支持部（２６）に螺合している
、請求項１から２３までのいずれか１項記載の家具ヒンジ（６）。
【請求項２５】
　第１の家具部分（３ａ）と、第２の家具部分（３ｂ）と、前記第１の家具部分（３ａ）
を前記第２の家具部分（３ｂ）に旋回可能に接続するための、請求項１から２４までのい
ずれか１項記載の家具ヒンジ（６）と、を有する装置。
【請求項２６】
　前記第１の家具部分（３ａ）と前記第２の家具部分（３ｂ）とは、組付け状態でそれぞ
れ、家具本体（２）に対して相対的に可動に支持されている、請求項２５記載の装置。
【請求項２７】
　請求項１から２４までのいずれか１項記載の少なくとも１つの家具ヒンジ（６）を、ま
たは請求項２５または２６記載の装置を備えた家具（１）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、第１の家具部分を第２の家具部分に旋回可能に接続するための家具ヒンジで
あって、
　第１の家具部分に取り付けるための第１の取付け具部分と、
　少なくとも１つのヒンジ軸を介して第１の取付け具部分に旋回可能に接続されていて、
第２の家具部分に取り付けるための第２の取付け具部分と、を含んでおり、
　取付け具部分のうちの少なくとも一方は、家具部分に取り付けるべきベースプレートを
有していて、ベースプレートは、このベースプレートに対して相対的に摺動可能に支持さ
れた、ヒンジ軸に連結されている調節プレートを有しており、好適には回転可能に支持さ
れた少なくとも１つの調節エレメントが設けられていて、調節エレメントの操作により、
調節プレートの位置を、少なくとも１つの直線ガイドに沿って、ベースプレートに対して
相対的に調節可能であり、これにより第１の取付け具部分の位置を第２の取付け具部分に
対して相対的に調節可能である、家具ヒンジに関する。
【０００２】
　さらに本発明は、第１の家具部分と、第２の家具部分と、第１の家具部分を第２の家具
部分に旋回可能に接続するための家具ヒンジと、を有する装置に関する。
【０００３】
　本発明はさらに、このような形式の少なくとも１つの家具ヒンジ、または上述した形式
の装置を備えた家具に関する。
【０００４】
　欧州特許出願公開第２７４０８７０号明細書には、組付け状態でそれぞれ、家具本体に
対して相対的に摺動可能かつ回転可能に支持されている扉のためのガイド装置が示されて
いる。この場合、両扉は、ヒンジ軸を介して互いに接続された２つのヒンジを有したヒン
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ジ金具（図１０ａ～図１０ｃ）を介して旋回可能に接続可能である。組付け状態での扉の
問題のない動きを保証するために、ヒンジ金具を扉に正確に位置決めしなければならず、
このことは実際にはしばしば実施が困難である。さらに、家具部分の歪みが存在する場合
には、家具部分間に形成される間隙が変化する恐れがあり、このことは、一方では外観的
に好ましくなく、他方では、扉がもはや正しく閉鎖できないという恐れにつながる。
【０００５】
　米国特許第６６４７５９１号明細書、独国実用新案第２０２０１１１０１３４２号明細
書、米国特許第９９４１９６号明細書、およびオーストリア国実用新案第１７８７号明細
書には、家具部分を旋回可能に接続するための家具ヒンジが示されており、家具部分の互
いの位置は、回転可能に支持された調節エレメントの回転により、少なくとも１つの直線
方向で調節可能である。欠点は、組付け位置にある家具部分をそれぞれ開放位置へと動か
し、こうすることで操作のために調節エレメントに工具を近づけることができるというこ
とにある。すなわち、家具部分を互いに調節するためには、まず家具部分を開放して、家
具ヒンジの調節エレメントを工具によって操作しなければならない。次いで家具部分を再
び閉鎖して、行われた調節によって、家具部分が互いに最適に整列されたかどうかを人が
チェックしなければならない。組付け状況に応じて、および作業員の経験によって、この
ようなサイクルは何度も繰り返される場合があり、これは時間がかかり、面倒なこととな
り得る。
【０００６】
　本発明の課題は、上述した欠点を回避する冒頭で述べた形式の家具ヒンジを提供するこ
とである。
【０００７】
　この課題は、本発明によれば、請求項１の特徴により解決される。本発明のさらに好適
な実施例は、従属請求項に記載されている。
【０００８】
　本発明によれば、家具ヒンジの少なくとも１つの相対位置において第１の取付け具部分
と第２の取付け具部分との間に間隙が形成されていて、この間隙内に工具を、好適にはね
じ回しを導入することにより、少なくとも１つの調節エレメントを操作可能であるように
した。
【０００９】
　本発明による家具ヒンジによれば、家具部分間に形成される間隙を通して快適な調節が
可能であり、少なくとも１つの調節エレメントにより行われる操作による家具部分の互い
に相対的な位置の変更は、作業員が直接、見ることができる。これにより、家具部分を何
度も開閉する必要なく、直感的かつとりわけ迅速に実施される調節が可能である。
【００１０】
　このようにして、家具ヒンジの組付け状態で、両家具部分を互いに相対的に、好適には
少なくとも２次元的に、側方方向で、かつ／または高さ方向で、かつ／または奥行き方向
で互いに相対的に調節することができ、これにより、両家具部分間に形成される円錐状の
間隙を修正するために、両家具部分を互いに平行に向けることができ、かつ／または両家
具部分の高さ位置をおよび／または奥行き位置を互いにそろえることができる。側方方向
、高さ方向、および奥行き方向での調節は、互いに独立的に行われ、すなわち前記調節は
互いに影響を与えない。
【００１１】
　この場合、両取付け具部分が、または組付け状態で取付け具部分に接続された家具部分
が互いに、０°～１２５°の、好適には０°～９０°の角度を成す、家具ヒンジの相対位
置において、間隙内に導入される工具によって少なくとも１つの調節エレメントを操作す
ることができる。
【００１２】
　１つの実施例によれば、少なくとも１つの調節エレメントは、回転軸線を中心として回
転可能に支持されており、少なくとも１つの調節エレメントの回転軸線は、家具ヒンジの
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ヒンジ軸に対して横方向に、好適にはほぼ直角に延在していてよい。
【００１３】
　さらに、少なくとも１つの調節エレメントは、工具を、好適にはねじ回しを受容するた
めの工具受容部を備えた第１の端部と、この調節エレメントの長手方向に沿って第１の端
部から間隔を置いて位置する第２の端部とを有しており、調節エレメントの第１の端部は
、第２の端部よりも間隙の近くに配置されていてよい。
【００１４】
　１つの実施例によれば、直線ガイドは、ベースプレートにまたは調節プレートに配置さ
れた少なくとも１つの長孔を有しており、調節プレートにまたはベースプレートに配置さ
れたガイドエレメントは、この長孔に沿って摺動可能にガイドされていてよい。これに対
して選択的にまたは補足的に、直線ガイドは、ベースプレートに配置されたまたは形成さ
れた（例えば、曲げ縁部またはエンボス加工部の形態の）少なくとも１つのガイド縁部を
、調節プレートを摺動可能に支持するために有していてよい。調節プレートをベースプレ
ートに対して相対的に摺動可能にガイドする２つ以上の直線ガイドが設けられていてもよ
い。このようにして、調節プレートはベースプレートに対して相対的に傾動防止されて保
持されており、精密に直線的な調節経路に沿った調整を行うことができる。
【００１５】
　家具ヒンジの組付け状態で調節エレメントの操作により、第１の取付け具部分と第２の
取付け具部分との間の側方の間隔を調節することができる。さらには、少なくとも１つの
第２の調節エレメントが設けられていてよく、家具ヒンジの組付け状態で第２の調節エレ
メントの操作により、第２の取付け具部分に対して相対的な第１の取付け具部分の高さ位
置を調節することができる。さらには、第３の調節エレメントが設けられていてよく、第
３の調節エレメントの操作により、互いに相対的な取付け具部分の奥行き位置を調節する
ことができる。
【００１６】
　調節エレメントのうちの少なくとも１つは例えば摺動可能に支持されていてもよく、こ
の場合、調節エレメントは例えば、所定の個所にロックを配置することにより位置決め可
能である。
【００１７】
　選択的には、第１の調節エレメントおよび／または第２の調節エレメントおよび／また
は第３の調節エレメントは回転可能に支持されていてよい。この関連で、第１の調節エレ
メントは第１の回転軸線を有しており、第２の調節エレメントは第２の回転軸線を有して
いてよく、第１の回転軸線の方向と第２の回転軸線の方向とは実質的に互いに平行に延び
ている。これにより、調節エレメントを回転させるために、取付け具部分の同じ側から人
が近付くことができるので、特に快適な調節可能性が得られる。第１の回転軸線の方向と
第２の回転軸線の方向および／または第３の回転軸線の方向が、家具ヒンジの少なくとも
１つの相対位置において、実質的に互いに平行に延びており、またはベースプレートによ
って形成される主平面に対して相対的に１０°～５０°の角度内で延びているならば、取
付け具部分の特にコンパクトかつ平坦な構成が得られる。
【００１８】
　調節エレメントのうちの少なくとも１つは、例えば、手動操作のために形成されたハン
ドルとして形成されていてよい。これに対して選択的に、トルク伝達のために工具受容部
が設けられていてよく、この場合、工具によって工具受容部にトルクを加えることにより
、ベースプレートに対して相対的に調節プレートを調節することができる。
【００１９】
　本発明のその他の詳細および利点は、以下の図面の説明により明らかである。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１ａ】開放位置にある第１の家具部分および第２の家具部分を有する家具を示す図で
ある。
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【図１ｂ】閉鎖位置にある第１の家具部分および第２の家具部分を有する家具を示す図で
ある。
【図２】家具ヒンジの１つの可能な実施例を示す斜視図である。
【図３ａ】両取付け具部分の互いの高さ調節を示す図である。
【図３ｂ】両取付け具部分の互いの高さ調節を示す図である。
【図４ａ】両取付け具部分の互いの側方調節を示す図である。
【図４ｂ】両取付け具部分の互いの側方調節を示す図である。
【図５】家具ヒンジの分解図である。
【００２１】
　図１ａには、家具本体２を含む家具１が示されており、第１の家具部分３ａと第２の家
具部分３ｂとはそれぞれ、家具本体２に対して相対的に可動に支持されている。第１の家
具部分３ａと第２の家具部分３ｂとは少なくとも１つの家具ヒンジ６を介して互いに旋回
可能に接続されているが、家具部分３ａ，３ｂの旋回可能な接続のために２つ以上の家具
ヒンジ６が配置されていてもよい。可動に支持された２つの家具部分３ａ，３ｂの旋回可
能な接続のために形成されている家具ヒンジ６は、しばしば中央ヒンジとも呼ばれる。さ
らに、同様に家具ヒンジ６を介して互いに旋回可能に接続されている２つの別の家具部分
４ａ，４ｂを設けることもできる。家具ヒンジ６を介して互いに接続されている第１の家
具部分３ａと第２の家具部分３ｂとの間には、鉛直方向に延在する間隙３１が形成されて
、この場合、間隙３１内にねじ回しを導入することにより、両家具部分３ａ，３ｂの互い
に相対的な位置を調節するために、家具ヒンジ６の少なくとも１つの相対位置における少
なくとも１つの、好適には全ての調節エレメント１６ａ，１６ｂ，１６ｃ（図２）を操作
することができる。
【００２２】
　家具部分３ａ，３ｂおよび４ａ，４ｂは、ガイドシステム８によって家具本体２に対し
て相対的に可動に支持されている。図示した実施例では、家具部分３ａ，３ｂ；４ａ，４
ｂは、家具部分３ａ，３ｂ；４ａ，４ｂが実質的に互いに平行に向けられている第１の位
置と、家具部分３ａ，３ｂ；４ａ，４ｂが実質的に互いに同一平面を成すように向けられ
ている第２の位置（図１ｂ）との間で、ガイドシステム８によって可動に支持されていて
いる。家具部分３ａ，３ｂ；４ａ，４ｂが互いに平行に向けられている第１の位置では、
家具部分３ａ，３ｂ；４ａ，４ｂはそれぞれ対になって、家具本体２の側方に配置された
中空室７ａ，７ｂ内に挿入可能である。ガイドシステム８は、家具部分３ａ，３ｂ；４ａ
，４ｂをガイドするための、長手方向（Ｌ）を有する第１のガイドレール９を含む。ガイ
ドシステム８はさらに、少なくとも１つの（ここでは見えていない）第２のガイドレール
を含み、この第２のガイドレールは組み付け状態で、第１のガイドレール９の長手方向（
Ｌ）に対して直角に延在しており、この第２のガイドレールによって家具部分３ａ，３ｂ
；４ａ，４ｂはそれぞれ側方の中空室７ａ，７ｂ内に走入可能かつ中空室７ａ，７ｂから
走出可能である。家具部分３ａはガイド装置１０ａに接続されていて、このガイド装置は
ガイドレール９に沿って移動可能に支持されている。これに対して家具部分４ａは、別の
ガイド装置１０ｂに接続されていて、このガイド装置もガイドレール９に沿って移動可能
に支持されている。図１ｂは、家具部分３ａ，３ｂ；４ａ，４ｂが互いに同一平面を成す
ように向けられている閉鎖位置にある家具部分３ａ，３ｂ；４ａ，４ｂを示している。
【００２３】
　図２には、第１の家具部分３ａを第２の家具部分３ｂに旋回可能に接続するための家具
ヒンジ６の斜視図が示されている。家具ヒンジ６は、第１の家具部分３ａに取り付けるべ
き第１の取付け具部分１１と、第２の家具部分３ｂに取り付けるべき第２の取付け具部分
１２とを有しており、第１の取付け具部分１１と第２の取付け具部分１２とは少なくとも
１つのヒンジ軸１３を介して互いに旋回可能に接続されている、または少なくとも１つの
ロック装置３２によって互いに取り外し可能に接続可能である。第１の取付け具部分１１
は、第１の家具部分３ａに取り付けるために、少なくとも１つの取付け個所１４ａとして
、例えばねじを貫通させるための開口を有している。第２の取付け具部分１２も、第２の
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家具部分３ｂに取り付けるために、少なくとも１つの取付け個所１２ａとして、例えばね
じを貫通させるための開口を有している。
【００２４】
　図示した実施例では、第１の取付け具部分１１は、第１の家具部分３ａに取り付けるべ
きベースプレート１４を有しており、このベースプレートは、少なくとも１つの取付け個
所１４ａによって第１の家具部分３ａに組み付けられている。さらに、ベースプレート１
４に対して相対的に摺動可能に支持されている調節プレート１５が設けられている。方向
（Ｘ）での調節プレート１５の摺動可能な支持のために、少なくとも１つの直線ガイド１
７が設けられており、この直線ガイドは例えば、調節プレート１５に配置された長孔１８
を有しており、この長孔に沿って、ベースプレート１４に配置されたガイドエレメント１
９が摺動可能にガイドされている。機械的に逆に、ベースプレート１４が長孔１８を有し
ていて、この長孔において、調節プレート１５に配置されたガイドエレメント１９が摺動
可能にガイドされてもよい。示した図では、調節プレート１５を摺動可能にガイドするた
めのこのような直線ガイド１７が複数設けられている。ベースプレート１４には、調節エ
レメント１６ａを受容するための支持部２５が形成されており、調節エレメント１６ａは
、調節プレート１５に支持された対向支持部２６に螺合している。すなわち、第１の調節
エレメント１６ａを回すことにより、調節プレート１５を直線ガイド１７に沿って方向（
Ｘ）で調節することができるので、取付け具部分１１，１２（ひいては家具部分３ａ，３
ｂ）の側方の間隔を互いに調節することができる。
【００２５】
　さらに、調節プレート１５には支持プレート２１が可動に支持されており、第２の調節
エレメント１６ｂを回すことにより、ヒンジ軸１３に連結されている支持プレート２１の
高さ位置を、調節プレート１５に対して相対的に調節することができる。方向（Ｙ）で支
持プレート２１を摺動可能に支持するために、第２の直線ガイド２７が設けられている。
支持プレート２１は、斜めに延在する少なくとも１つのガイド２３を有しており、このガ
イドに沿って、第２の調節エレメント１６ｂを回すことにより可動な少なくとも１つのガ
イド部材２４が摺動可能にガイドされている。第２の調節エレメント１６ｂを回すことに
より、スライダ２０がガイド２２に沿って方向（Ｘ）で摺動可能であり、これにより、ス
ライダ２０に配置されたガイド部材２４は、斜めに延在するガイド２３との協働により、
支持プレート２１を鉛直方向（Ｙ）で摺動させ、これにより取付け具部分１１，１２（ひ
いては家具部分３ａ，３ｂ）の高さ位置が互いに調節可能である。第２の調節エレメント
１６ｂを第１の回転方向で回すことにより、支持プレート２１は、調節プレート１５に対
して相対的に方向（Ｙ）で上昇可能であり、第２の回転方向で回すことにより、支持プレ
ート２１は調節プレート１５に対して相対的に方向（Ｙ）で下降可能である。
【００２６】
　第１の調節エレメント１６ａの回転軸線と、第２の調節エレメント１６ｂの回転軸線と
は互いに平行に延在していることがわかり、これにより両調節エレメント１６ａ，１６ｂ
は、側方方向（Ｘ）での調節プレート１５の調節のために、および鉛直方向（Ｙ）での支
持プレート２１の調節のために、人が同じ側から操作でき、これにより極めて便利な調節
可能性が得られる。さらには、図示した実施例では、調節エレメント１６ａ，１６ｂの回
転軸線はそれぞれ、ベースプレート１４により形成される平面に対して平行に延在してお
り、これにより第１の取付け具部分１１の構成形態は極めてコンパクトもしくは平坦に形
成される。
【００２７】
　第２の取付け具部分１２にはさらに、第３の調節エレメント１６ｃが可動に支持されて
おり、第３の調節エレメント１６ｃの操作により、第１の取付け具部分１１の奥行き位置
を第２の取付け具部分１２に対して相対的に方向（Ｚ）で調節することができる。第３の
調節エレメント１６ｃは、第２の取付け具部分１２のベースプレート３６の支持部３３に
回転可能に支持されていて、可動な調節プレート３７に螺合しており、調節プレート３７
は第３の調節エレメント１６ｃの回転により、第３の直線ガイド３４を介してベースプレ
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ート３６に対して相対的に摺動可能に支持されている。この場合、直線ガイド３４は、第
２の取付け具部分１２のベースプレート３６に取り付けられているガイドロッド３５を有
している。これらのガイドロッド３５は、調節プレート３７の斜めに延在する長孔に係合
している。すなわち、第３の調節エレメント１６ｃの回転により、調節プレート３７は、
定置のガイドロッド３５に対して相対的に摺動させられ、ひいては、取付け具部分１１，
１２の奥行き方向の調節が方向（Ｚ）で調整される。第３の調節エレメント１６ｃの回転
軸線は、家具ヒンジ６の少なくとも１つの相対位置において、第１および第２の調節エレ
メント１６ａ，１６ｂの回転軸線に対して平行に延在しているので、３つ全ての調節エレ
メント１６ａ，１６ｂ，１６ｃは、操作のために同じ側から、特に、図１ａに示した間隙
３１内へ工具を導入することにより、操作することができる。
【００２８】
　図３ａおよび図３ｂには、両取付け具部分１１，１２の互いの高さ調節が示されている
。両取付け具部分１１，１２が同じ高さ位置を有する図３ａに示した中間の調節位置を起
点として、スライダ２０は、第２の調節エレメント１６ｂを回すことによりガイド２２に
沿って水平方向で摺動することができ、これにより、スライダ２０に配置されたガイド部
材２４は、斜めに延在するガイド２３との協働により支持プレート２１を鉛直方向（Ｙ）
に摺動させる。図３ｂでは、ガイド部材２４が、支持プレート２１に設けられた斜めに延
在するガイド２３に対して相対的に下降させられた位置をとっており、第２の取付け具部
分１２は鉛直方向（Ｙ）で、第１の取付け具部分１１に対して相対的に上昇させられた高
さ位置をとっている。第２の調節エレメント１６ｂを逆の回転方向に回すことにより、ガ
イド部材２４は、斜めに延在するガイド２３における他方の端部位置をとり、これにより
第２の取付け具部分１２は、第１の取付け具部分１１に対して相対的に方向（Ｙ）で下降
させられた位置をとる。
【００２９】
　図４ａおよび図４ｂには、両取付け具部分１１，１２の側方方向の互いの調節が示され
ている。図４ａに示したベースプレート１４に対して相対的な調節プレート１５の位置を
起点として、ベースプレート１４の支持部２５に配置されていて調節プレート１５の対向
支持部２６に螺合している第１の調節エレメント１６ａを回すことにより、調節プレート
１５を側方方向（Ｘ）で調節することができ、これにより、ベースプレート１４に配置さ
れた直線ガイド１７のガイドエレメント１９（図２）は、直線ガイド１７の長孔１８（図
２）の他方の端部に位置する。図４ｂでは、調節プレート１５は、側方の寸法分Ｘだけ方
向（Ｘ）でずらされており、これにより、両取付け具部分１１，１２の側方の互いの間隔
は拡大されている。
【００３０】
　図５には、家具ヒンジ６が分解図で示されており、取付け具部分１１，１２は組付け状
態で少なくとも１つのヒンジ軸１３を介して互いに接続されている。両取付け具部分１１
，１２の少なくとも一方は、取付け個所１４ａを介して家具部分３ａ，３ｂに取り付ける
べきベースプレート１４を有しており、このベースプレート１４には、調節プレート１５
の長孔１８内に係合する直線ガイド１７のガイドエレメント１９が配置されている。示し
た図ではさらに、１つの別の直線ガイドが設けられていて、この直線ガイドは、調節プレ
ート１５を摺動可能に支持するための、ベースプレート１４に配置されたまたは形成され
た少なくとも１つの好適には２つのガイド縁部１７ａ（例えば、ベースプレート１４のア
ングル状に曲げられた曲げ縁部またはエンボス加工部）を有している。すなわち、直線ガ
イド１７に対して付加的に、調節プレート１５を、ベースプレート１４の両ガイド縁部１
７ａの間で、水平方向（Ｘ）および／または鉛直方向（Ｙ）で摺動可能にガイドすること
ができる。ベースプレート１４には、第１の調節エレメント１６ａを受容するための支持
部２５が配置されており、この場合、第１の調節エレメント１６ａは、調節プレート１５
の対向支持部２６に螺合している。調節プレート１５には、スライダ２０のガイド２２と
協働する突起２９が配置されている。調節プレート１５はさらに、スライダ２０と螺合す
る第２の調節エレメント１６ｂを受容するための第２の支持部２５ａを含む。調節プレー
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ト１５にはさらに、第２の直線ガイド２７のための保持部３０ａ，３０ｂが設けられてお
り、これらの保持部によって支持プレート２１は、孔２８ａ，２８ｂを介して高さ方向で
限定的に摺動可能に支持されている。スライダ２０には、支持プレート２１の、斜めに延
在するガイド２３内に係合するガイド部材２４が配置されている。支持プレート２１には
、ヒンジ軸１３を受容するための孔１３ａが設けられている。
【００３１】
　第２の取付け具部分１２はベースプレート３６を含み、このベースプレートにはガイド
ロッド３５が取り付けられている。第３の調節エレメント１６ｃの操作により、調節プレ
ート３７は、第３の直線ガイド３４を介してベースプレート３６に対して相対的に斜めに
摺動可能であり、これにより、取付け具部分１１，１２の奥行き方向の調節が方向（Ｚ）
で行われる。第１の取付け具部分１１と第２の取付け具部分１２とは、少なくとも１つの
ロック装置３２を介して解除可能に互いに接続されていてよい。
【００３２】
　好適には、コンパクトな構成形式という理由から、ベースプレート１４および３６、調
節プレート１５および３７、ならびに支持プレート２１等は、実際には板状に形成されて
いる。しかしながらこのことは、上記のプレートが完全に板として形成されていること、
かつ／または正方形または長方形の周面を有していなければならないことを意味するもの
ではない。
【００３３】
　第１の調節エレメント１６ａおよび／または第２の調節エレメント１６ｂおよび／また
は第３の調節エレメント１６ｃはそれぞれ、工具を受容するための工具受容部５を備えた
第１の端部と、調節エレメント１６ａ，１６ｂ，１６ｃの長手方向に沿って第１の端部か
ら間隔を置いて位置する第２の端部とを有しており、工具受容部５を有する、調節エレメ
ント１６ａ，１６ｂ，１６ｃの第１の端部は、第２の端部よりも間隙３１の近くに配置さ
れている。これにより、家具ヒンジ６の組付け状態で、調節エレメント１６ａ，１６ｂ，
１６ｃへの特別なアクセス可能性が得られ、この場合、調節エレメント１６ａ，１６ｂ，
１６ｃは、工具、好適にはねじ回しによって工具受容部５を回転させることにより操作可
能である。
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